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2017 年 1 月 

Global Classmates 2017ご参加への招待 

～いつでもつながる外国の友達、教室で育むグローバルな感性～ 

Kizuna Across Cultures 

 

募集要項： 

参加要件：a～dの各要件を満たす高校の授業。（部活動や課外活動も認められますが、より

積極的な交流を促進するため、授業での参加を推奨しています） 

a. 週に１時間以上、Schoology※を通じた交流活動を行うこと。 

（生徒ひとり当たりの時間。授業などオフィシャルな時間中に活動することを推奨） 

b. 担当する教師と生徒が週に 1回以上、対面で交流を指導・サポートすること。 

c. 生徒が映った写真やビデオのコンテンツを Schoology上で利用することに同意する

こと。 

d. 生徒 2名ごとに、1台以上のコンピュータが利用でいること。 

 

申込方法：下記専用 URLより直接お申し込みください。 

  https://goo.gl/forms/PqsiukV9BnKz7Qgy1 

 

申込〆切： 

  ２０１７年３月１７日（金） 

 

申込後のプロセス： 

  ４月上旬までに個別に連絡を取らせていただき、４月に電話インタビューを行います。

採択校の確定は５月中旬を予定しています。４月１５日までに電話インタビューの連絡

が来ない学校は申込み手続きが未了の可能性がありますので、お手数ですが下記申込窓

口までご確認下さい。 

 

HP・お問合せ： 

  公式HP   http://kacultures.org/ 

  よくある質問 http://kacultures.org/faq 

Kizuna Across Cultures 申込窓口（Japan@KACultures.org） 

 

※ Schoology（https://www.schoology.com/）は本プログラムの交流に利用する教育関係者

専用の登録制Websiteです。地域によってはアクセス制限や速度遅延の可能性がありま

すので、予めアクセスできることをご確認下さい。 



 2 

ごあいさつ 

 

我々Kizuna Across Culturesは、ワシントン DCに住む JETプログラムの同窓生および日

本人有志が、東日本大震災を機に日本のために何かをしたいとの思いを形にしようと立ち上

げた NPO 団体（米国政府認定 NPO501(c)(3)取得）です。アメリカで日本語を学ぶ外国人

の高校生達と日本の高校生達をセキュアな教育用 SNSでつなぎ、海外のクラスメートとの

交流を通じて表現力、語学力、グローバルな感性などを育むプログラム、Global Classmates

を提供、コーディネートしています。 

 

多くの方々のご支援をいただき、Global Classmatesは設立から５年で、約５０００名に提

供されるプログラムとなりました。第６期となる 2017年度は日本から３０校を募集予定で

す。皆様方の積極的なご参加をお待ち申し上げます。 

 

 

Global Classmatesの紹介 

 

このプログラムでは、９月から翌２月までの半年間、日米各２０〜３０名ほどの子供達が、

語学や表現などの授業、国際交流の部活動などの場を利用して、継続的にメッセージや写真、

ビデオのやり取りを行います。日本とアメリカの学校は１校ずつペアとなります。多くの学

校は授業の１クラスを選び、日米のクラス同士で交流しています。 

 

Global Classmatesを使った交流では、先生は例えば生徒からのこんな質問に答えながら、

彼ら／彼女らの積極性を引き出して一緒にコミュニケーションを楽しんでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例１：「先生、Katieに日本の紅葉のきれいさを伝えたいのですが、どう表現したらよ

いでしょうか？」 

 

例２：「先生、こけしを紹介したら Christineから"It's definitely kind of cute in a very 

unusual way!"と返事が返ってきました。かわいいと言ってくれているのだとは思う

のですけれど、正確にはどのような意味なのでしょうか？」 

例３：「先生、アメリカの子達に送ったバレンタインのプレゼントを英語で説明するビ

デオを撮りたいのですが、どう説明したらいいですか？」 
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文章のやり取りだけでなく写真やビデオなども用いることで、理解や親近感を増した、より

リアルな交流体験を行っています。また締めくくりには Video Koshien と銘打ち、学校紹

介ビデオなどのコンテストが行われ、各校が楽しみながら英語ビデオを制作し、表現力やプ

レゼンテーションを競い合います。文部科学省や米国大使館などの方々に審査員となってい

ただき、素晴らしい作品の中から優勝作品を表彰しています。 

 

（参考）Video Koshien入賞作品の紹介 

http://kacultures.org/global-classmates/video-koshien 

 

 

プログラムへの応募にむけて 

 

必要なものは、先生方の熱意と、生徒達の外国の友達への好奇心、それらをサポートする

PC環境と週に１時間以上の活動時間（先生が生徒と一緒に画面に向かい、互いを知り合う

ことへの関心やコミュニケーションへの意欲を刺激し、活発な投稿や返信を引き出す時間）

です。 

 

生徒さん達に長く付合える外国人の友達を作ってあげたい、新しい体験をさせてあげたい、

という先生の想いがとても大切です。また、ペアを組む相手校の先生も熱心に参加されます

ので、日米で密にコミュニケーションを取り合っていただくことも必須となります。日米、

両方の学校の先生になったつもりで接していただくことが大切です。主なコミュニケーショ

ンの手段は E メールになりますので、プログラム期間中はきちんとメールをチェックでき

る体制を取っていただくことが必要です。（メールを受け取ってから原則 2 日以内での返信

をお願いしています。） 

 

興味を持っていただける学校には、日米のスタッフがメールやお電話、テレビ会議を通じて、

活動の詳細や、プログラム参加校を支援するコーディネータ制度などをご紹介いたします。

可能であれば直接お会いする機会も持ちたいと考えています。 

 

自国にいながら同世代の学生たちと異文化交流ができる場、また言語習得を促す一つのツー

ルとして、ぜひご活用いただければ幸いです。積極的なご参加の声をお待ち申し上げます。 
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KACコーディネータによる交流サポートについて 

 

Global Classmates は、SNS を使った新しい形の英語教育です。進め方については細かな

ノウハウが必要となります。そこで KACでは、SNSの使い方からディスカッションテーマ

の設定まで、コーディネータが丁寧にサポートいたします。過去の交流事例にもとづき、学

校ごとのニーズとレベルに合わせ、先生方と一緒になってプログラムをカスタマイズしてい

きますので、学校ごとに適切なやり方で Global Classmatesに取り組むことができます。 

 

 

Global Classmatesに参加した生徒・先生の声 

 

これまでに参加した生徒へのアンケート結果ではもっともっとこのプロジェクトをやりた

い！との声が多く寄せられています。「日本語を頑張って勉強している相手の方々をみて、

自分も英語をもっと勉強したいと思えるようになった。」、「英語でのやり取りができて楽し

かったし、日本のことについて興味をもってくれて嬉しかった」、「自分で１から英文を作ろ

うとするようになった。」といった声が聞かれ、留学に興味を持つ生徒の割合も大きく増え

ています。 

 

参加した先生からは、「英語の授業を英語で行うことが基本となったことから、生徒は使え

る英語の自由度が広がった。この”Global Classmates”では生徒は間違いを恐れず、自由

に単語や構文を使って英語で表現するので、まさにその流れを汲むものだ。教師にとっても

発見の連続で、いつの間にかこんな表現を生徒は使えるようになっていたのか、こんな単語

を知っているのかなど、毎回毎回がとても楽しかった。」、「テストで偏差値が上がった生徒

が見られたこともすごいが、それ以上に採点していて白紙の答案用紙がぐっと減ったことに

驚いている。」などの感想をいただいています。 

 

アメリカ側の参加校からも同様に好評をいただいており、アメリカでは全ての学校で授業の

一環として Global Classmatesを採用いただいています。 
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（出所）KAC Website から抜粋 
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（出所）KAC Website から抜粋 

 

Kizuna Across Culturesの詳細は以下でもご覧いただけます。 

公式HP http://www.kacultures.org/ 

Facebook https://www.facebook.com/kizuna.across.cultures 


